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A review of anger coping research among elementary school children 
 













校も調査対象となった平成 18 年度からは 2 万 5
千件弱の増加であり，1 万件を超えた平成 25 年か





































































Association が提供する PsycINFO およびエルゼビ




































































































ている（Hessler & Katz，2010）。また Kim-Spoon，





















































































































































































































































































































































































敵意）・破壊的表出・積極的対処の 3 次元 4 下位尺
度から捉える学校での怒りの多次元尺度
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